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主
な
る
神
様
の
十
戒
の
部
（
訳
者
補
足　

続
の
十
二
）

（
一
）

　
　

学
問
の
道
に
は
多
く
の
糸
口
が
あ
り
ま
す
。
わ
が
中
国
の
場
合
も
そ

れ
を
統
一
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
①
。
孔
子
や
孟
子
の
時
代
に
す

で
に
老
子
、
荘
子
、
楊
子
、
墨
子
の
集
団
が
存
在
し
て
お
り
、
孔
子

や
孟
子
の
教
え
と
対
立
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
こ
れ
に
釈
迦
の
教
え

が
加
わ
り
ま
し
た
。
儒
教
の
学
者
は
一
緒
に
な
っ
て
こ
れ
を
批
判
し

ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
思
想
に
打
ち
勝
つ
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
（
一
葉
表
）。

　

①
原
文
は

學
之
道
多
端
、
即
吾
中
國
已
不
能
統
一
。
（
傍
点
、
訳
者

注
。
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
以
下
同
じ
）（
一
葉
表
）。
こ
の
箇
所
の
文
章

で
重
要
な
語
は

統
一

で
あ
る
。
明
末
に
は
仏
教
思
想
や
三
教
合
一
思

想
な
ど
儒
教
以
外
の
思
想
が
広
く
流
行
し
た
。
こ
こ
に
は
思
想
界
の
不
正

常
な
状
態
が
孔
子
孟
子
の
先
秦
時
代
か
ら
明
末
の
時
代
ま
で
続
い
て
い
る

と
い
う
状
況
認
識
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
思
想
状
況
下
で
葉
向
高
に
は
正

統
な
思
想
は
儒
教
以
外
に
は
な
い
と
い
う
規
範
意
識
が
あ
る
こ
と
を
こ
の

語
は
示
し
て
い
る
。

（
二
）

　
　

近
く
は
大
西
の
人
が
数
万
里
の
か
な
た
か
ら
訪
れ
ま
し
た
②
。
そ
の

学
問
は
天
を
敬
う
こ
と
が
中
心
で
あ
り
③
、
身
体
を
苦
し
め
て
戒
を

守
る
こ
と
を
実
践
し
ま
す
④
。
お
お
む
ね
我
が
儒
教
と
同
じ
で
す

が
、
仏
教
を
批
判
す
る
こ
と
は
も
っ
と
も
激
烈
な
も
の
が
あ
り
ま
す

⑤
（
一
葉
表
裏
）。

　

②
原
文
は

近
乃
有
大
西
人
、
自
數
萬
里
外
来
。
（
一
葉
表
）。

　

葉
向
高
に
よ
る

職
方
外
紀

序

で
は

泰
西
氏
去
中
國
已
九
萬
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里
、
自
上
古
未
甞
通
。
（
蒼
霞
餘
草

巻
五
、
二
十
四
葉
裏
〔
蒼
霞
草

全
集

第
八
冊
、
三
三
六
頁
〕）
と
あ
る
よ
う
に
、
宣
教
師
は
九
万
里
の

か
な
た
か
ら
訪
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

自
數
萬
里
外
来

と
い
う
語
に
つ
い
て
は
、
徐
光
啓
が
万
暦
四
十
四

年
（
一
六
一
六
年
）
に
書
い
た

辨
學
章
疏

に
は
こ
れ
と
関
連
し
た
記

述
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
所
以
數
萬
里
東
來
者
、
蓋
彼
國
教
人
、
皆
務

修
身
以
事
上
主
、
聞
中
國
聖
賢
之
教
、
亦
皆
修
身
事
天
、
理
相
符
合
、
是

以
辛
苦
艱
難
、
履
危
踏
険
、
來
相
印
證
、
欲
使
人
人
爲
善
、
以
稱
上
天
愛

人
之
意
。
（
上
海
古
籍
出
版
社

徐
光
啓
集　

下

一
九
八
四
年
、
四
三

一

－

四
三
二
頁
）
と
あ
る
。

　

宣
教
師
は
数
万
里
の
か
な
た
の
西
か
ら
中
国
の
聖
賢
の
教
え
も
ま
た

修
身
事
天

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
え
と
儒

教
は
理
と
い
う
点
に
お
い
て
符
号
し
て
い
る
の
で
同
一
の
真
理
の
確
か
さ

を
証
明
す
べ
く
中
国
を
訪
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

③
原
文
は

其
學
以
敬
天
爲
主
、
（
一
葉
表
）。

　

敬
天

と
い
う
語
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
え
を
説
明
す
る
と
き
に
用
い

ら
れ
る

事
天

と
い
う
語
│

孟
子

盡
心
篇
上

の

存
其
心
、

養
其
性
、
所
以
事
天
。
と
し
て
出
て
く
る
語
│
と
同
じ
意
味
で
用
い
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

職
方
外
紀

序

で
は
、
然
其
言
天
主
、

則
與
吾
儒
畏
天

0

0

之
説
相
類
。
（
蒼
霞
餘
草

巻
五
、
二
十
四
葉
表
〔
蒼

霞
草
全
集

第
八
冊
、
三
三
五
頁
〕
と
あ
る
よ
う
に
、
畏
天

と
い
う

語
で
関
係
づ
け
て
い
る
。
畏
天

の
典
拠
の
一
つ
と
し
て
斎
藤
正
高
訳

職
方
外
紀
（
原
書
房
、
二
〇
一
七
年
）
で
は

尚
書

酒
誥
を
挙
げ
る

（
七
十
二
頁
）。
北
京
大
学
出
版
社
よ
り
出
て
い
る
十
三
經
注
疏
整
理
委
員

会
整
理

十
三
經
注
疏

の
中
の

尚
書
正
義

で
は
、
王
曰
：

封
、

我
聞
之
曰
、
在
昔
殷
先
哲
王
、
迪
畏
天
、
顕
小
民
、
（
四
四
六
頁
）
と
あ

り
、
こ
の
箇
所
の
孔
安
國
の
伝
に
、
聞
之
於
古
。
殷
先
智
王
、
謂
湯
蹈

道
畏
天

0

0

、
明
著
小
民
。
（
同
頁
）
と
あ
る
。

　

孟
子

梁
恵
王
篇
下

に
も
、
以
大
事
小
者
、
樂
天
者
；
以
小
事

大
者
、
畏
天

0

0

者
也
。
（
中
華
書
局
新
編
諸
子
集
成
）
四
書
章
句
集
注
、

二
一
五
頁
）
と
し
て
こ
の
語
は
出
て
来
る
。

　

④
原
文
は

以
苦
身
守
誡
行
、
（
一
葉
表
）。

　

苦
身

と
は
文
字
通
り
身
を
苦
し
め
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、

自
己
放
棄
と
身
体
的
苦
痛
を
自
己
に
課
す
る
こ
と
で
、
無
秩
序
な
肉
体

的
、
生
理
的
欲
求
を
抑
制
す
る
た
め
の
行
（
久
松
英
二

苦
行

岩
波

キ
リ
ス
ト
教
辞
典
、
三
二
九
頁
）
で
あ
る

苦
行
（m

ortification

）

を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

前
号
に
記
し
た
よ
う
にBernard H

ung-kay Luk

に
、“A serious 

m
atter of life and death: Learned conversation at Foochow

 

in 
”

と
い
う
論
文
（Charles E. Ronen S. J. and Bonnie B. 

C. O
h (eds. ), East m

eets w
est: The Jesuit in China, 1582–

1773, Chicago: Loyola U
niversity Press, 

, pp. 
‒

.

）

が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
蒼
霞
餘
草

所
収
の
葉
向
高
の
序
の
翻
訳
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
（pp. 

‒

）。
こ
のLuk

の
訳
に
つ
い
て
はN

. 

Standaert.
著
に
な
るYang Tingyun, Confucian and Christian 

in Late M
ing China: his life and thought

（E. J. Brill, 
. 
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Sinica Leidensia; v. 
, p. 

）
の
記
述
に
よ
り
知
る
こ
と
が
出
来

た
。

　
Luk

の
翻
訳
で
も

苦
身

は‘m
ortification ’

と
い
う
語
が
用
い

ら
れ
て
い
る
（
二
〇
一
頁
）。

　

ま
た

守
誡

の

誡

と
は

西
學
十
誡
、
す
な
わ
ち
カ
ト
リ
ッ

ク
の
十
戒
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
苦
行
を
実
践
す
る
こ
と
と
十
戒

を
守
る
こ
と
が
並
行
し
て
行
わ
れ
る
と
い
う
の
は
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
守

ら
れ
て
い
た
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宗
教
実
践
が
中
国
で
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

を
示
す
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
記
述
の
持
つ
意
味
合
い
は
大

き
い
も
の
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
宣
教
師
の
禁
欲
的
な
生
活
態
度
が
葉
向
高

等
の
当
時
の
知
識
人
に
評
価
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

⑤
原
文
は
、
大
率
与
吾
儒
同
而
闢
佛
尤
甚
（
一
葉
裏
）。

　

徐
光
啓
の
作
と
さ
れ
る

闢
妄
、
す
な
わ
ち

闢
釋
氏
諸
妄
（
臺
灣

學
生
書
局

天
主
教
東
傳
文
獻
續
編
（
二
）
所
収
）
は
仏
教
の
習
俗
に

つ
い
て
具
体
的
に
例
示
し
て
批
判
し
て
い
る
。

　

マ
ッ
テ
ー
オ
・
リ
ッ
チ
の

天
主
実
義
（
臺
灣
學
生
書
局

天
學
初

函
（
一
）
は
仏
教
を
カ
ト
リ
ッ
ク
の
立
場
か
ら
理
論
的
に
批
判
し
て
い

る
。

　

カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
え
が
儒
教
と
本
質
的
に
同
じ
で
あ
り
、
仏
教
を
排
除

す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
葉
向
高
の
認
識
は
中
国
の
知
識
人
に
カ
ト
リ
ッ

ク
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
腐
心
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
宣
教
の
方
針

が
そ
の
ま
ま
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
イ
エ
ズ
ス
会
の
方
針
は

徐
光
啓
が

泰
西
水
法
序

に
記
す
と
こ
ろ
の

補
儒
易
仏
（
徐
光
啓

集

上
冊
、
六
十
六
頁
）
と
い
う
語
に
縮
約
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

葉
向
高
の
認
識
は
明
末
中
国
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宣
教
師
と
知
識
人
が
当

時
の
思
想
世
界
に
受
容
さ
れ
る
よ
う
に
強
調
点
を
置
い
て
努
力
し
て
来
た

活
動
が
将
来
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

（
三
）

　
　

彼
ら
は
世
に
並
ぶ
も
の
が
い
な
い
ほ
ど
聡
明
で
す
⑥
。
書
物
の
な
か

で
読
ま
な
い
書
物
は
あ
り
ま
せ
ん
。
す
べ
て
中
国
の
文
章
は
ほ
と
ん

ど
彼
ら
の
言
葉
に
訳
さ
れ
て
い
ま
す
⑦
。
そ
の
技
術
や
制
作
の
精
妙

さ
は
中
国
の
人
の
及
ぶ
こ
と
が
出
来
な
い
ほ
ど
で
す
⑧
（
一
葉
裏

－

二
葉
表
）。

　

⑥
原
文
は
、
其
人
皆
絶
世
聰
明
、
（
一
葉
裏
）。

　

絶
世
總
明

と
あ
る
の
は
徐
光
啓
の

辨
學
章
疏

の
中
の

在
彼

國
亦
皆
千
人
之
英
、
萬
人
之
傑
。
（
徐
光
啓
集

下
冊
、
四
三
一
頁
）

と
照
応
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
中
国
を
訪
れ
た
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
が
知

識
人
と
し
て
優
れ
て
い
た
こ
と
を
認
め
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ

う
。

　

⑦
原
文
は
、
凡
中
國
文
字
譯
寫
殆
盡
。
（
一
葉
表
）。

　

こ
の
箇
所
は

蒼
霞
餘
草

で
は
、
凡
中
國
經
史
譯
寫
殆
盡
。
（
巻

五
、
二
十
二
葉
表
〔
蒼
霞
草
全
集

第
八
冊
、
三
三
一
頁
〕）
と
な
っ
て

い
る
。
文
字

が

經
史

と
な
り
ジ
ャ
ン
ル
が
よ
り
具
体
的
に
な
っ

て
い
る
。
中
国
の
経
典
だ
け
で
な
く
歴
史
書
も
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
語

に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
叙
述
が
よ
り
具
体
的
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に
な
っ
て
い
る
の
は
そ
れ
に
付
随
す
る
知
識
が
得
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
も

の
で
あ
ろ
う
か
。
葉
向
高
の
中
国
古
典
の
西
洋
語
へ
の
翻
訳
に
つ
い
て
ど

の
程
度
の
知
識
が
誰
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

明
末
以
降
の
中
国
古
典
の
西
洋
言
語
へ
の
翻
訳
に
つ
い
て
は
、
後
藤
末

雄
著
、
矢
沢
利
彦
校
訂

中
国
思
想
の
フ
ラ
ン
ス
西
漸　

、

（
平

凡
社
東
洋
文
庫
）
や
井
川
善
次

宋
学
の
西
遷　

近
代
啓
蒙
へ
の
道

（
人
文
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）
が
詳
述
し
て
い
る
。

　

⑧
原
文
は
、
其
技
芸
制
作
之
精
、
中
國
人
不
能
及
也
。
（
二
葉
表
）。

　

其
技
芸
制
作
之
精

と
は
イ
エ
ズ
ス
会
士
が
も
た
ら
し
た
天
文
観
測

の
機
器
或
い
は
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
ウ
ル
シ
ス
の

泰
西
水
法

の
な
か

に
見
ら
れ
る
農
業
技
術
に
関
す
る
も
の
な
ど
を
具
体
的
に
は
指
し
て
い
る

の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
王
朝
と
し
て
改
暦
作
業
の
必
要
か
ら
イ
エ
ズ

ス
会
士
が
も
た
ら
し
た
天
文
観
測
の
機
器
と
地
主
と
し
て
の
農
業
生
産
性

向
上
の
必
要
か
ら
宣
教
師
が
齎
し
た
農
業
技
術
は
明
末
の
知
識
人
の
目
を

見
張
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

（
四
）

　
　

士
大
夫
は
多
く
の
者
が
大
西
か
ら
の
来
訪
者
と
交
際
し
ま
し
た
。
け

れ
ど
も
彼
ら
を
深
く
慕
い
篤
く
信
じ
て
、
生
死
の
大
事
を
悟
る
に
充

分
な
ほ
ど
に
性
命
の
学
を
真
実
会
得
し
た
と
見
な
す
者
⑨
は
数
人
に

す
ぎ
ま
せ
ん
（
二
葉
表
）。

　

⑨
原
文
は
、
其
深
慕
篤
信
以
為
真
得
性
命
之
學
、
足
了
生
死
大
事

者
（
二
葉
表
）。

　

真
得
性
命
之
學
、
足
了
生
死
大
事

と
は
重
要
な
語
句
で
あ
る
。

　

Luk

は
、“they have found out about hum

an nature and 

solved the problem
 of life and death. ” (p. 

)

と
訳
す
。

　

性
命

と
い
う
語
は

易

の

乾

彖
伝

に
、
乾
道
変
化
、

各
正
性
命

0

0

、
保
合
大
和
、
乃
利
貞
。
と
し
て
出
て
来
る
語
で
あ
る
。
漢

語
大
詞
典

第
七
巻
で
は
第
一
の
語
義
と
し
て
、
中
国
古
代
哲
学
範

疇
。
指
万
物
的
天
賦
和
稟
受
。
（
四
七
七
頁
）
と
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は

孔
穎
達
の
疏
の
中
の
、
性
者
天
生
之
質
、
若
剛
柔
遅
速
之
別
；　

命
者

人
所
稟
受
、
若
貴
賤
夭
壽
之
屬
。
（
整
理
本

周
易
正
義

第
一
巻
、
九

頁
）
と
い
う
文
が
引
か
れ
て
い
る
（
漢
語
大
詞
典

第
七
巻
、
同
頁
）。

儒
教
の
中
で
も
内
面
性
を
追
求
す
る
営
み
を

性
命
之
學

と
称
す
る
の

で
あ
ろ
う
か
。

　

明
末
に
は
と
り
わ
け

生
死
大
事

と
い
う
も
の
が
知
識
人
の
主
要
な

関
心
事
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
取
り
組
む
こ
と
も

性
命
之
學

の

領
域
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
こ
で
は
少
な
か
ら
ぬ
明
末
中
国
の
知
識
人
が
宣
教
師
と
実
地
に
交
際

し
た
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
宣
教
師
の
伝
え
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
え
が
自

分
た
ち
の
抱
え
る

生
死
大
事

の
問
題
を
解
決
す
る
と
こ
ろ
の

性
命

之
學

で
あ
る
と
認
識
す
る
者
は
少
な
か
っ
た
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
一

歩
距
離
を
置
い
た
冷
徹
な
観
察
者
と
し
て
の
葉
向
高
の
姿
が
窺
わ
れ
、
興

味
深
い
も
の
が
あ
る
。

（
五
）
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わ
た
し
も
以
前
、
彼
ら
の
教
え
に
触
れ
て
み
た
の
で
す
が
、
彼
ら
と

深
く
話
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
⑩
。
順
天
府
丞
淇
園
楊

廷
筠
公
⑪
が
し
ば
し
ば
わ
た
し
の
た
め
に
そ
の
奥
深
い
意
味
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
わ
た
し
が
少
し
分
り
か
け
た
と
こ
ろ
で

朝
廷
で
の
お
勤
め
を
辞
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
⑫
（
二
葉
表
）。

　

⑩
原
文
は
、
余
向
亦
習
之
、
而
未
及
与
之
深
談
。
（
二
葉
表
）。

　

余
向
亦
習
之

は

士
大
夫
多
與
之
遊

に
対
応
す
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
た
だ
し
動
詞

習

の
目
的
語
は
宣
教
師
で
は
な
く
、
文
脈
か
ら
彼

ら
の
伝
え
た
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
え
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た

未
及
与

之
深
談

の

之

は
文
脈
か
ら
宣
教
師
を
指
す
よ
う
に
思
う
が
、Luk 

は

習

の
目
的
語
と
同
じ
く‘w

estern learning ’

を
指
す
と
し
て
い

る
（
二
〇
一
頁
）。

　

⑪
原
文
は
、
京
兆
淇
園
楊
公
（
二
葉
表
裏
）。

　

明
末
天
主
教
三
柱
石
の
一
人
楊
廷
筠
は
方
豪

中
國
天
主
教
史
人
物

傳

第
一
冊
（
香
港
公
教
真
理
學
會
・
臺
中
光
啓
出
版
社
、
一
九
七
〇
年

再
版
）
の

楊
廷
筠

に
よ
れ
ば
、
天
啓
四
年
（
一
六
二
四
年
）
の
四
月

に
順
天
府
丞
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
（
一
三
六
頁
）。
し
か
し
間
も
な
く
魏

忠
賢
の
東
林
派
へ
の
圧
迫
か
ら
官
を
辞
し
て
い
る
。
京
兆

と
は
こ
の

順
天
府
丞
の
役
職
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

梁
家
勉
編
著

徐
光
啓
年
譜
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
一
年
）

は
、
國
榷

巻
八
十
七
の
天
啓
五
年
（
一
六
二
五
年
）
二
月
辛
卯
の
記

事
、
偏
沅
巡
撫
右
僉
都
御
史
李
仙
品
太
常
寺
卿
李
應
魁
應
天
府
丞
楊
廷

筠
被
劾
罷
。
以
南
京
給
事
中
楊
朝
棟
糾
之
。
（
中
華
書
局
本
第
六
冊
、
五

二
九
九
頁
）
に
依
拠
し
て
こ
の
年
に
楊
廷
筠
官
を
辞
し
て
い
る
と
す
る

（
一
五
八
頁
）。
葉
向
高
が
致
仕
し
た
翌
年
に
あ
た
る
。
た
だ
趙
暉

耶
儒

柱
石
│
李
之
藻　

楊
廷
筠
伝
（
浙
江
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
の

本
文
で
は
二
八
七
頁
に
、
ま
た

楊
廷
筠
大
事
年
表

で
は
天
啓
四
年

（
一
六
二
四
年
）
に
魏
忠
賢
派
に
圧
迫
さ
れ
て
致
仕
し
た
と
し
て
い
る

（
三
〇
七
頁
）。
葉
向
高
が
郷
里
に
帰
る
途
中
で
楊
廷
筠
の
屋
敷
に
投
宿
し

た
こ
と
が
事
実
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
天
啓
四
年
を
楊
廷
筠
の
致
仕
の
年
と

し
た
ほ
う
が
よ
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

楊
廷
筠
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
葉
向
高
に
対
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
義
を
説

明
し
始
め
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。

　

し
か
し
自
著
を
通
し
て
自
ら
の
友
人
知
人
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
え
を
知

ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
こ
こ
で
は
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
当
時

の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
知
識
人
が
ど
の
よ
う
に
自
ら
の
信
ず
る
教
え
を
他
者
に

伝
え
よ
う
と
し
た
の
か
を
窺
わ
せ
る
貴
重
な
記
述
で
あ
ろ
う
。

　

⑫
原
文
は
、
余
方
少
領
畧
、
而
謝
事
去
矣
。
（
二
葉
表
）

　

宦
官
魏
忠
賢
派
と
東
林
派
と
の
対
立
が
激
化
し
て
天
啓
四
年
（
一
六
二

四
年
）
に
致
仕
し
た
と
き
の
こ
と
を
指
す
。

（
六
）

　
　

楊
廷
筠
公
は
さ
ら
に
自
著
の

十
誡
初
解

を
取
り
出
し
て
わ
た
し

に
示
し
ま
し
た
。
わ
た
し
は
こ
れ
を
読
ん
で
み
て
心
に
か
な
う
と
こ

ろ
が
あ
っ
て
、
こ
れ
こ
そ
わ
が
孔
子
の
天
命
を
畏
れ
、
戒
慎
恐
懼

す
る
と
こ
ろ
の
正
し
い
学
問
⑬
に
他
な
ら
な
い
。
と
言
い
ま
し
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た
。
世
の
中
の
人
は
孔
子
の
学
問
に
慣
れ
親
し
ん
で
は
い
て
も
こ
れ

を
明
確
に
理
解
し
て
い
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
思
い
が
け
な
い
こ
と
に

西
方
か
ら
の
訪
問
者
は
こ
の
学
問
を
説
き
明
か
す
こ
と
が
出
来
ま
す

⑭
。
東
の
未
開
の
人
と
西
の
未
開
の
人
、
昔
の
聖
人
と
今
の
聖
人
は

そ
の
基
準
と
す
る
も
の
は
同
一
で
す
⑮
。
ど
う
し
て
そ
う
で
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。
（
二
葉
裏

－

三
葉
表
）。

　

⑬
原
文
は
、
戒
慎
恐
懼
之
正
學
、
（
二
葉
裏
）。

　

戒
慎
恐
懼

は
、
中
庸

第
一
章
の

道
也
者
、
不
可
須
臾
離
也
、

可
離
非
道
也
。
是
故
君
子
戒
慎
乎
其
所
不
睹
、
恐
懼
乎
其
所
不
聞
。

（
四
書
章
句
集
注
〔
新
編
諸
子
集
成
〕
中
華
書
局
、
十
七
頁
）
に
あ
る

語
句
で
あ
る
。
戒
慎

の
目
的
語
は

所
不
睹
者

で
あ
り
、
恐
懼

の
目
的
語
は

所
不
聞
者

で
あ
る
。
集
注
に
は
、
是
以
君
子
之
心
常

敬
畏
、
雖
不
見
聞
、
亦
不
敢
忽
、
所
以
存
天
理
之
本
然
、
而
不
使
離
於
須

臾
之
頃
也
。
（
同
頁
）
と
あ
る
。
戒
慎
恐
懼

と
は

天
理
之
本
然

を
存
す
る
た
め
の
君
子
の
心
構
え
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

⑭
原
文
は
、
乃
不
意
西
士
能
発
明
之
。
（
三
葉
表
）。

　

発
明

は
商
務
院
書
館

古
今
漢
語
詞
典

に
よ
れ
ば
、
第
二
の
語

義
と
し
て

闡
発
、
発
揮
。
使
明
白
或
明
顕
。
（
三
五
八
頁
）
と
あ
る
。

西
来
の
宣
教
師
が
中
国
の
知
識
人
に
ま
し
て
中
国
の
古
典
を
よ
り
深
く
理

解
し
た
と
い
う
こ
と
を
言
い
表
し
た
い
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。Luk

は
こ
の
語
に
、‘expound ’

と
い
う
語
を
当
て
て
い
る
（
二
〇
一
頁
）。

　

⑮
原
文
は
、
東
夷
西
夷
、
先
聖
後
聖
其
揆
一
也
。
（
三
葉
表
）。

　

こ
れ
は

孟
子

離
婁
章
句
下

の
冒
頭
の
部
分
を
踏
ま
え
た
も
の

で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
舜
生
於
諸
馮
、
遷
於
負
夏
、
卒
於
鳴
條
、
東
夷

0

0

之
人
也
。
文
王
生
於
岐
周
、
卒
於
畢
郢
、
西
夷

0

0

之
人
也
。
地
之
相
去
也
、

千
有
餘
里
；
世
之
相
後
也
、
千
有
餘
歳
。
得
志
行
乎
中
國
、
若
合
符
節
。

先
聖
後
聖
其
揆
一
也

0

0

0

0

0

0

0

0

。
（
孟
子
集
注

巻
八
、
四
書
章
句
集
注
、
二

八
九
頁
）
と
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
舜
は

東
夷

に
し
て

先
聖

で
あ
り
、
文
王
は

西
夷

に
し
て

後
聖

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
中
国
の
聖
人
と
さ
れ

た
舜
も
文
王
も
非
中
華
世
界
を
出
身
地
と
す
る
。
そ
れ
が
中
華
世
界
の
聖

人
に
な
り
得
た
の
は

其
揆
、
す
な
わ
ち
基
準
と
い
う
も
の
が
共
通
で

あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

葉
向
高
の
序
で
は

西
夷

が
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
を
指
す
も
の
で
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
こ
の
議
論
は

孟
子

離
婁
章
句

下

の
議
論
を
土
台
に
し
て
い
る
。
明
末
中
国
の
宣
教
師
を
中
華
世
界
の

開
祖
と
も
言
う
べ
き
舜
や
文
王
に
根
拠
づ
け
て
彼
ら
の
正
当
性
を
目
立
た

な
い
形
で
述
べ
て
い
る
。
葉
向
高
の
中
国
古
典
の
教
養
の
深
さ
に
つ
い
て

思
い
知
ら
さ
れ
る
一
節
で
あ
る
。

（
七
）

　
　

或
る
人
た
ち
は
大
西
の
人
の
伝
え
る
天
堂
地
獄
の
説
は
仏
教
の
そ
れ

と
同
じ
で
あ
る
と
疑
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
う
い
う
こ
と
を
言
う

人
た
ち
は
仏
教
が
ご
利
益
に
よ
っ
て
誘
い
込
ん
で
い
る
⑯
の
に
、
大

西
の
人
は
道
徳
を
も
っ
て
述
べ
立
て
て
い
る
⑰
こ
と
を
知
り
ま
せ

ん
。
西
學
十
誡
初
解

は
こ
の
こ
と
を
詳
し
く
説
明
し
て
い
ま
す
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（
三
葉
表
裏
）。

　

⑯
原
文
は
、
佛
氏
以
利
誘
言
、
（
三
葉
表
）。

　

利
誘

と
い
う
語
は

蒼
霞
餘
草

で
は

報
應
（
巻
五
、
二
十
二

葉
表
〔
全
集
第
八
冊
、
三
三
一
頁
〕）
と
な
っ
て
い
る
。
報
應

と
は

応
報
、
す
な
わ
ち

善
悪
の
行
為
に
応
じ
て
報
い
あ
ら
わ
れ
る
苦
楽
の

結
果
（
応
報

岩
波
仏
教
辞
典
、
八
十
八
頁
）
を
指
す
で
あ
ろ
う
。

利
誘

が
批
判
的
に
価
値
判
断
を
伴
う
語
で
あ
る
の
に
比
べ
、
報
應

は
客
観
的
に
教
義
を
示
す
語
で
あ
る
。

　

⑰
原
文
は
、
西
氏
以
義
理
言
。
（
三
葉
表
）。

　

宣
教
師
が

以
義
理
言

と
い
う
の
は
現
世
利
益
的
で
は
な
く
道
徳
主

義
に
基
づ
い
て
教
義
を
述
べ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。Luk

は

義

理

を‘righteous principles ’

、
す
な
わ
ち
宗
教
的
に
義
な
る
原
則

原
理
と
訳
し
て
い
る
（
二
〇
一
頁
）。
葉
向
高
が
カ
ト
リ
ッ
ク
の
天
堂
地

獄
の
教
義
に
対
し
て
儒
教
の
側
に
立
っ
て
一
定
の
評
価
を
示
す
語
で
あ
ろ

う
。（

八
）

　
　

も
し
大
西
の
人
の
天
堂
地
獄
の
教
え
が
は
っ
き
り
し
な
く
拠
り
ど
こ

ろ
が
な
い
と
言
う
な
ら
ば
、
わ
た
し
は
人
の
精
神
の
集
中
す
る
と
こ

ろ
に
、
そ
の
世
界
が
出
現
す
る
と
言
い
た
い
も
の
で
す
⑱
。
宋
の
李

伯
時
は
好
ん
で
馬
を
描
き
ま
し
た
⑲
。
人
は
、
彼
の
す
べ
て
の
思
い

が
馬
に
込
め
ら
れ
て
い
た
の
で
、
彼
が
亡
く
な
れ
ば
輪
廻
の
世
界
の

馬
の
境
涯
に
落
ち
る
で
あ
ろ
う
と
、
言
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
す

べ
て
の
思
い
が
天
に
あ
れ
ば
、
そ
の
精
神
が
天
に
帰
さ
な
い
者
が
い

る
で
し
ょ
う
か
⑳
（
三
葉
裏
）。

　

⑱
原
文
は
、
則
余
謂
人
精
神
所
注
、
即
成
境
界
。
（
三
葉
表
）。

　

人
精
神
所
注
、
即
成
境
界
。
の
箇
所
が
重
要
で
あ
る
。
精
神
が
凝
集

す
る
と
こ
ろ
に
境
界
を
な
す
と
い
う
の
は
、
主
観
的
世
界
が
先
行
し
て
客

観
的
世
界
を
形
成
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
王
陽
明
の
主
観

唯
心
論
の
極
点
と
も
言
う
べ
き
も
の
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
具

体
的
に
典
拠
と
す
る
と
こ
ろ
が
分
か
ら
な
い
。Luk

は
、“if one 

concentrates one ’s energies and m
ind on som

ething, that 

som
ething w

ould form
 a realm

 of its ow
n. ”

（p. 

）
と
訳
し

て
い
る
。

　

儒
教
に
は
天
堂
地
獄
の
説
は
な
い
。
宋
以
降
の
儒
教
は
徹
底
的
に
理
気

二
元
論
の
世
界
で
あ
る
。
精
神

を

気

に
読
み
替
え
る
な
ら
ば
、

気

が
凝
縮
し
た
新
た
な
世
界
が
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
の
で
あ
ろ
う

か
。
理
器
二
元
論
の
世
界
観
か
ら
天
堂
地
獄
の
説
を
精
一
杯
根
拠
づ
け
よ

う
と
す
る
態
度
が
窺
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

⑲
原
文
は
、
李
伯
時
好
畫
画
馬
。
（
三
葉
裏
）。

　

李
伯
時

は
宋
の
人
李
公
麟
を
指
す
。
伯
時

は
字
。
宋
史

巻

四
四
四

列
傳

第
二
〇
三

文
苑
六

に
記
載
さ
れ
て
い
る
（
中
華
書

局
本
第
三
十
七
冊
、
一
三
一
二
五

－

一
三
一
二
六
頁
）。
宋
史

に
は
、

雅
善
畫
、
自
作

山
荘
、
爲
世
寶
。
（
一
三
一
二
六
頁
）
と
あ
る
。
張

安
治

李
公
麟
（
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
七
九
年
）
に
よ
れ
ば
、
三

十
七
歳
か
ら
四
十
三
歳
の
壮
年
期
に
彼
は
比
較
的
多
く
馬
を
描
い
た
。
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五
馬
図

は
稀
有
な
李
公
麟
の
傑
作
で
あ
り
、
彼
の
風
格
の
特
色
と
芸

術
の
レ
ベ
ル
を
代
表
し
て
い
る
。
（
十
八
頁
）
と
し
て
い
る
。

　

⑳
原
文
は
、
人
謂
其
念
念
在
馬
、
死
将
堕
馬
趣
。
豈
有
念
念
在
天
、

其
神
不
歸
於
天
者
。
（
三
葉
裏
）。

　

馬
趣

の

趣

は

六
趣

の

趣

で
あ
る
と
中
国
文
学
の
碩

学
か
ら
教
え
ら
れ
た
。
衆
生
が
自
ら
作
っ
た
業
に
よ
っ
て
生
死
を
繰
り

返
す
六
つ
の
世
界
（
六
道

岩
波
仏
教
辞
典
、
八
四
八
頁
）
を

六

道

或
い
は

六
趣

と
い
う
。
六
趣

に

馬

は
な
い
。
あ
る
の

は

畜
生

で
あ
る
。
輪
廻
の
一
つ
の
世
界
の

畜
生

の
な
か
で
さ
ら

に

馬

と
特
定
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
つ
の
単
語
と
し
て
独
立
し
て

存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　

こ
こ
で
の

天

は
後
続
の
文
か
ら
輪
廻
世
界
の
中
の

天

を
意
味

し
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
九
）

　
　

混
沌
と
し
た
世
の
開
闢
以
来
、
世
界
は
み
な
天
に
よ
っ
て
造
ら
れ
ま

し
た
㉑
。
天
よ
り
大
き
な
も
の
は
ほ
か
に
な
い
け
れ
ど
も
、
仏
教
は

天
を
帝
釈
天
と
見
な
し
、
天
の
上
に
傲
然
と
居
座
ろ
う
と
し
ま
し
た

㉒
。
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
が
あ
り
ま
せ
ん
㉓
。
大
西
の

人
が
努
め
て
仏
教
を
強
く
排
し
た
理
由
で
す
（
三
葉
裏

－

四
葉
表
）。

　

㉑
原
文
は
、
自
混
沌
開
闢
以
来
、
世
界
皆
天
所
造
、
（
三
葉
裏

－

四

葉
表
）。

　

自
混
沌
開
闢
以
来
、
世
界
皆
天
所
造

と
い
う
の
は
キ
リ
ス
ト
教
の

創
造
に
関
す
る
旧
約
聖
書
の
創
世
記
一
章
の
記
述
を
想
起
さ
せ
る
も
の
の

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
世
界
の
始
め
が
混
沌
と
し
て
い
た
と
い
う
記
述
は
、

白
虎
通

天
地

巻
に
あ
る
と
さ
れ
る
よ
う
だ
が
、
そ
こ
で
は

天

が
世
界
を
創
造
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
な
い
。
混
沌
と
し
た
状
態

に
あ
る
と
こ
ろ
で

天

が
世
界
を
創
造
し
た
と
い
う
こ
と
が

西
學
十

誡
初
解

に
書
か
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
世
の
創
造
に
つ

い
て
の
キ
リ
ス
ト
教
の
捉
え
方
に
基
づ
い
て
議
論
を
進
め
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
。
こ
の
場
合
、
天

と
い
う
語
が
場
所
的
存
在
を
示
す
の
で
は

な
く
、
意
志
を
有
す
る
人
格
的
存
在
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
重

要
で
あ
る
。
葉
向
高
は
自
家
薬
籠
中
の
知
識
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
書
く
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

と
い
う
の
も
葉
向
高
の

職
方
外
紀

序

に
は

則
吾
儒
亦
有

地
、
如
卵
黄
之
説
。
（
蒼
霞
餘
草

巻
五
、
二
十
四
葉
表
〔
青
霞
草
全

集

第
八
冊
、
三
三
五
頁
〕）
と
あ
る
。
ニ
ー
ダ
ム
の

中
国
の
科
学
と

文
明　

新
版

第
五
巻

天
の
科
学
（
思
索
社
、
一
九
九
一
年
）
に
よ

れ
ば
、
こ
れ
は
中
国
の
伝
統
的
な
宇
宙
構
造
論
の
う
ち
の

渾
天
派

に

属
す
る
も
の
で
あ
る
（
四
十
七

－

五
十
頁
）。
張
衡
は
こ
の
こ
と
を

渾

儀
注

で
解
説
し
て
い
る
。
果
た
し
て
こ
れ
は
世
界
の
最
初
が
混
沌
の
状

態
で
あ
っ
た
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

㉒
原
文
は
、
而
佛
氏
乃
以
天
為
帝
釋
、
偃
然
欲
據
其
上
、
（
四
葉
表
）。

　

帝
釋

と
は
、
（
梵
）Sakro D

evanam
 inadrah

…
も
と
イ
ン
ド

教
の
神
イ
ン
ド
ラ
が
仏
教
に
入
っ
た
も
の
。
…
十
二
天
の
随
一
で
東
方
を

守
る
、
須
弥
山
の
頂
上
の
忉
利
天
に
住
む
。
（
中
村
元
監
修

新
・
佛
教
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辞
典　

増
補

誠
心
書
房
、
五
八
八
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
十
二
の

天

の
一
つ
の

帝
釈
天

を
指
す
。
こ
の

天

は

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語

deva
の
訳
で
、
神
を
意
味
す
る
。
（
天

中
村
元
他
編

岩
波
仏
教
辞

典
、
五
八
八
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
場
所
を
表
わ
す
の
で
は
な
く
、
多

神
教
世
界
の
人
格
を
示
す
。
帝
釈
天

の
い
る
と
さ
れ
る
忉
利
天
が
須

弥
山
の
頂
上
と
い
う
仏
教
の
宇
宙
観
の
象
徴
的
な
場
所
に
あ
る
た
め
に

帝
釈
天

の
み
を
取
り
上
げ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で

帝
釈
天

の
こ
と
は

西
學
十
誡
初
解

に
触
れ
ら
れ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
楊
廷
筠
の
代
表
的
著
作
の

代
疑
編
、
聖
水
紀

言
、
天
釈
明
辨

の
中
に
は
出
て
来
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。

　

意
志
を
有
す
る
創
造
者
と
し
て
の

天

は
至
高
の
存
在
で
あ
る
。
こ

の

天

の
上
に
位
置
す
る

帝
釈
天

の
存
在
は
儒
教
の
教
義
の
世
界

か
ら
も
認
め
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

㉓
原
文
は
、
此
其
為
謬
誕
無
疑
、
（
四
葉
表
）。

　

此
其
為
謬
誕
無
疑

の

謬
誕

は
地
理
学
的
な
知
識
と
も
関
連
し

よ
う
。
葉
向
高
は
ア
レ
ニ
の

職
方
外
紀

に
序
を
書
い
て
い
る
。
而

其
言
皆
鑿
鑿
有
據
、
非
汪
洋
謬
悠
如
道
家
之
諸
天
、
釋
氏
之
恒
河
須
彌
、

窮
萬
劫
無
人
至
也
。
（
蒼
霞
餘
草

巻
五
、
二
十
四
葉
裏
〔
蒼
霞
草
全

集

第
八
冊
、
三
三
六
頁
〕）
と
あ
る
よ
う
に
、
仏
教
の
須
弥
山
的
地
理

観
は
宣
教
師
の
齎
し
た
世
界
の
国
々
に
つ
い
て
の
実
証
的
な
地
理
学
的
な

知
識
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
る
と
葉
向
高
は
見
て
取
っ
た
の
で
は
な
い
で
あ

ろ
う
か
。
実
証
的
な
知
識
を
評
価
す
る
と
こ
ろ
に
葉
向
高
の
認
識
の
特
徴

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

（
十
）

　
　

た
だ
天
主
が
地
上
に
降
り
生
ま
れ
た
と
い
う
一
節
は
新
し
く
説
か
れ

た
も
の
で
あ
り
、
奇
異
に
感
ぜ
ら
れ
ま
す
㉔
。
し
か
し
聖
賢
の
生
は

い
ず
れ
も
根
源
と
な
る
拠
り
ど
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
㉕
。
人
に
対
し
て

益
す
る
と
こ
ろ
の
小
な
る
聖
賢
は
目
に
見
え
な
い
形
で
人
に
な
に
も

の
か
を
選
び
与
え
た
り
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
㉖
。
ま
し
て
造
化
を

主
宰
し
万
世
の
太
平
を
開
く
大
な
る
聖
賢
の
場
合
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
㉗
。
天
主

と
称
す
る
者
が
こ
の
世
に
降
り
世
の
中
の
人
々
を

救
う
と
い
う
の
は
、
奇
異
で
あ
る
よ
う
に
見
え
て
実
際
に
起
き
た
出

来
事
で
す
。
ど
う
し
て
疑
い
を
容
れ
る
余
地
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か

㉘
。（
四
葉
表
裏
）。

　

㉔
原
文
は
、
唯
謂　

天
主
降
生
一
節
創
？
似
異
。
（
四
葉
表
）。

　

唯
謂　

天
主
降
生
一
節
創
？
似
異

の

創

の
字
と

似

の
字

の
間
の
字
が
分
か
ら
な
い
。Standaert

師
のYang Tingyun

は

開

と
し
て
い
る
（
一
八
七
頁
）。
閤

の
字
に
も
見
え
る
。

　

こ
こ
で
初
め
て

天
主

と
い
う
語
が
出
て
来
る
。
葉
向
高
の

職

方
外
紀

序

に
は
、
泰
西
氏
之
始
入
中
國
也
、
其
説
謂
天
地
萬
物
皆

造
之
者
、
尊
之
曰
天
主
。
（
蒼
霞
餘
草

巻
五
、
二
十
四
葉
表
〔
蒼
霞

草
全
集

第
八
冊
、
三
三
五
頁
〕）
と
あ
る
。
そ
こ
で
は
万
物
の
造
り
主

と
し
て

天
主

と
い
う
語
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

㉕
原
文
は
、
然
聖
賢
之
生
皆
有
所
自
、
（
四
葉
表
裏
）。

　

こ
こ
に
現
れ
て
い
る

聖
賢

と
い
う
語
は
小
な
る
場
合
は
キ
リ
ス
ト

教
の

聖
人

を
意
味
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
内
閣
文
庫
本
所
収
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の

天
主
聖
像
略
説

に
は

古
時　

天
主
雖
然
降
下
十
戒
、
有
許
多
聖

賢
講
解
、
勧
人
遵
守
。
（
四
葉
表
）
と
あ
る
。
こ
の
場
合
は
キ
リ
ス
ト
教

世
界
の
中
で

預
言
者
、
聖
人

と
呼
ば
れ
る
者
を
指
す
の
で
は
な
い

か
。

　

㉖
原
文
は
、
其
小
而
有
功
徳
於
人
者
、
猶
必
黙
有
簡

、
（
四
葉
裏
）。

　

黙
有
簡

と
い
う
語
句
は
人
に
何
物
か
を
選
び
与
え
る
不
可
視
的

能
力
、
す
な
わ
ち

神
的
力
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
、
知
覚
可
能
な

超
自
然
的
異
常
現
象
が
宗
教
的
解
釈
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
も
の
（
奇

跡

岩
波
キ
リ
ス
ト
教
辞
典
、
二
五
九
頁
）
で
あ
る
と
こ
ろ
の

奇

跡

を
も
た
ら
す
力
を
示
す
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

㉗
原
文
は
、
又
況
大
而
主
宰
造
化
開
萬
世
之
太
平
。
（
四
葉
裏
）。

　

主
宰
造
化
開
萬
世
之
太
平

と
い
う
語
は
、
天
主
は
こ
の
世
を
創
造

し
主
宰
す
る
だ
け
で
な
く
平
和
を
も
た
ら
す
存
在
で
あ
る
こ
と
を
表
わ

す
。
こ
の
場
合
、
中
国
思
想
の

聖
賢

の
観
念
を
超
え
る
。
こ
こ
で
は

イ
ザ
ヤ
書
九
章
六
節
の

平
和
の
君

と
い
う
語
を
思
い
起
さ
せ
る
。

　

㉘
原
文
は
、
若
所
稱
天
主
也
者
、
其
降
生
拯
、
似
異
而
實
情
、
又
奚

容
疑
乎
。
（
四
葉
裏
）。

　

降
生
拯

と
い
う
語
は
キ
リ
ス
ト
が
受
肉
し
降
誕
す
る
と
い
う
こ
と

を
凝
縮
し
た
形
で
表
し
て
い
る
。
こ
れ
は
中
国
世
界
の
中
の

聖
賢

と

い
う
語
の
表
わ
す
範
囲
を
超
え
て
い
る
。
中
国
思
想
に
お
い
て

聖
賢

は
人
知
を
超
え
た
救
済
の
能
力
を
有
す
る
と
こ
ろ
に
で
は
な
く
、
優
れ
た

道
徳
行
為
の
中
に
そ
の
真
髄
は
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
こ
の
（
十
）
の
箇
所
は
キ
リ
ス
ト
教
の
救
済
史
観
を
色
濃
く

反
映
さ
せ
て
い
る
と
い
う
点
で

蒼
霞
餘
草

の
該
当
箇
所
と
大
い
に
異

な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
孫
尚
揚

明
末
天
主
教
與
儒
学
的
交
流
和
衝

突
（
東
方
出
版
社
、
一
九
九
四
年
、
一
五
五
頁
）
に
言
及
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
安
部
力
氏
に
よ
る
同
書
の
書
評
（
中
国
哲
学
論
集

第
二
十
六

号
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
〇
二
頁
）
で
知
る
こ
と
が
出
来
た
。
孫
氏
の
同
書

はStandaert

師
のYang Tingyun

の
一
八
七
頁
に
も
言
及
し
（
一
五

七
頁
）、
夙
にStandaert

師
の
同
書
は
該
当
箇
所
の
漢
文
の
原
文
と
英

訳
文
を
併
記
し
て
両
者
の
差
異
を
克
明
に
説
明
し
て
い
る
こ
と
を
教
え
て

く
れ
た
。

　

Yang Tingyun

所
載
（
一
八
七
頁
）
の

蒼
霞
餘
草

の
該
当
箇
所

の
文
章
を
以
下
に
記
す
。

　

惟
謂
天
主
降
生
其
國
、
近
于
語
怪
。
然
聖
賢
之
生
皆
有
所
自
、
其
小
而

有
功
徳
于
人
者
、
猶
必
以
山
嶽
以
列
星
則
。
其
大
而
主
宰
造
化
開
萬
世
之

太
平
、
如
尭
舜
孔
子
、
非
上
帝
所
降
生
、
安
得
有
許
大
力
量
。
夫
既
生
于

東
又
安
知
其
不
生
于
西
乎
（
巻
五
、
二
十
三
葉
表
〔
蒼
霞
草
全
集

第

八
冊
、
三
三
三
頁
〕）。

　

Yang Tingyun

に
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
の
箇
所
の
翻
訳
（
一
八
七

頁
）
はLuk

の
訳
に
な
る
。

　

こ
の
文
章
は
中
国
の
伝
統
的
な
聖
賢
観
に
基
づ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。

重
要
な
の
は
大
い
な
る
聖
賢
が
堯
、
舜
、
孔
子
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
は
標
準
的
な
聖
賢
観
で
あ
る
。
彼
ら
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
え
る

天
主

が
世
に
降
っ
た
の
で
は
な
く
、
世
界
を
主
宰
す
る
と
さ
れ
る
中

国
の
伝
統
的
な
人
格
的
存
在
で
あ
る
と
こ
ろ
の

上
帝

が
世
に
降
っ
た
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存
在
で
あ
る
。
聖
賢
は
宗
教
的
な
救
済
に
お
い
て
す
ぐ
れ
て
い
た
の
で
は

な
く
、
道
徳
的
実
践
に
お
い
て
勝
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
キ
リ

ス
ト
教
の
受
肉
思
想
の
片
鱗
も
認
め
ら
れ
な
い
。
夫
既
生
于
東
又
安
知

其
不
生
于
西
乎
。
と
い
う
語
句
は
東
方
に
す
ぐ
れ
た
道
徳
者
が
現
れ
た

か
ら
に
は
西
方
に
す
ぐ
れ
た
道
徳
者
が
現
れ
な
い
は
ず
は
な
い
と
い
う
ご

く
常
識
的
な
こ
と
を
語
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
両
者
の
差
異
に
つ
い
てStandaert

師
はYang Tingyun

の
な

か
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

二
つ
の
引
用
文
の
差
異
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
葉
向
高
の
本
意
が
完

全
に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
こ
の
書
き
換

え
は
高
名
な
高
級
官
僚
の
序
が
イ
エ
ズ
ス
会
士
に
よ
っ
て
彼
ら
の
使

命
の
実
現
の
た
め
に
い
か
に
利
用
さ
れ
た
か
を
示
す
も
の
で
あ
る
と

当
時
に
、
彼
ら
の
意
思
を
表
わ
す
た
め
に
序
が
書
き
換
え
ら
れ
た
こ

と
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。
こ
こ
に
楊
廷
筠
の
十
戒
に
関
す
る
註
解

が
恐
ら
く
は
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
の
理
由
を
見
出
す
こ
と
が
出

来
る
。
後
の
箇
所
で
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
ロ
ン
ゴ
バ
ル
ド
は
こ
の
註

解
に
厳
し
く
反
意
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
イ
エ
ズ
ス
会
士
は
決

し
て
そ
の
出
版
を
支
持
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
（
一
八
七

－

一
八
八

頁
）。

　

Standaert

師
は

蒼
霞
餘
草

所
収
の
葉
向
高
の

西
學
十
誡
初

解

序

の
文
章
を
イ
エ
ズ
ス
会
士
が
葉
向
高
の
名
声
を
利
用
し
て
宣
教

を
推
進
す
る
た
め
に
書
き
換
え
て
内
閣
文
庫
本
の
文
句
に
し
た
と
言
わ
れ

る
の
で
あ
る
。
根
拠
と
し
て
は
ロ
ン
ゴ
バ
ル
ド
が
楊
廷
筠
の
註
解
に
対
し

て
示
し
た
反
意
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

中
国
で
の
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
に
お
け
る
用
語
を
め
ぐ
る
方
針
に
つ
い
て

の
ロ
ン
ゴ
バ
ル
ド
の
神
学
論
文
の
訳
注
が
福
島
仁
氏
に
よ
り

中
国
人

の
宗
教
の
諸
問
題

訳
注
（
上
）、（
中
）、（
下
）
と
し
て
世
に
出
て
い

る
。（
上
）
が

名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集

Ｃ
Ⅱ

哲
学

三
十

四
（
一
九
八
八
年
）、（
中
）
が

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
文
学
部
紀
要

第
二

十
四
号
（
一
九
八
九
年
）、（
下
）
が

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
文
学
部
紀
要

第
二
十
五
号
（
一
九
九
〇
年
）
に
出
て
い
る
。

　

訳
注
（
上
）
に
よ
れ
ば
、
リ
ッ
チ
亡
き
後
、
中
国
の

上
帝

と

は
い
か
な
る
も
の
か
、
リ
ッ
チ
の
経
書
解
釈
は
正
し
い
の
か
を
再
検
討
す

る
必
要
が
生
じ
、
二
つ
の
解
決
の
方
向
が
考
え
ら
れ
た
。
（
四
頁
）
の
で

あ
る
。
第
一
の
方
向
は

リ
ッ
チ
の
方
針
を
お
し
進
め
て
、
上
帝
を
利
用

し
、
キ
リ
ス
ト
教
の
天
主
の
性
格
を
そ
れ
に
付
与
し
て
い
く
べ
き
で
あ

る
。
（
同
頁
）
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
第
二
の
方
向
は

上

帝

と
天
主
と
は
全
く
異
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
天
主
教
の
独
自
性

を
確
立
す
べ
き
で
あ
る
。
（
同
頁
）
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ロ
ン
ゴ
バ

ル
ド
は
後
者
の
立
場
に
立
っ
た
。
そ
の
前
段
階
と
し
て

上
帝

天

神

霊
魂
（
鬼
神
）、
と
り
わ
け

上
帝

に
つ
い
て
基
本
的
検
討
を

加
え
、
中
国
哲
学
（
宋
学
）
の
根
本
原
理
を
探
求
し
た
の
が
、
こ
の

中

国
人
の
宗
教
問
題

で
あ
る
。
（
同
頁
）
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

楊
廷
筠
の
こ
と
は

訳
注
（
下
）
の
第
十
七
節
（

）
異
教
徒
の
読

書
人
の
考
え
方

（
五
十
九

－

六
十
頁
）
と
（

）
キ
リ
ス
ト
教
徒

の
読
書
人
の
考
え
（
六
十
三

－

六
十
七
頁
）
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
㉗
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の
と
こ
ろ
で
楊
廷
筠
が
北
京
で
十
戒
の
註
解
書
を
見
せ
た
と
こ
ろ
、
儒

教
の
原
則
に
引
き
ず
ら
れ
、
さ
ら
に
、
ど
れ
か
儒
教
の
考
え
方
で
あ
る
の

か
明
瞭
に
見
て
と
れ
る
箇
所
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
。
（
六
十
五
頁
）
と
あ

る
よ
う
に
、
ロ
ン
ゴ
バ
ル
ド
は
こ
の
十
戒
の
註
解
書
を
儒
教
的
で
あ
っ
て

キ
リ
ス
ト
教
的
で
は
な
い
と
し
て
批
判
し
て
い
る
。
こ
れ
が

西
學
十
誡

初
解

で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。Standaert

師
が

ロ
ン

ゴ
バ
ル
ド
は
こ
の
註
解
に
厳
し
く
反
意
を
示
し
て
い
る
。
と
言
わ
れ
る

所
以
で
あ
る
。

　

Standaert

師
はYangTIngyun

の
中
で
ロ
ン
ゴ
バ
ル
ド
の

西
學

十
誡
初
解

へ
の
批
判
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
（
一
九
九
頁
）。
福
島

氏
訳
注
で
は
（
下
）
の
（

）
の
㉘
に
あ
た
る
。

　

彼
は
同
じ
序
文
の
中
で
、
中
国
の
古
の
学
者
達
は
み
な
人
間
の
姿
を

と
っ
た
精
霊
か
天
使
で
あ
り
、
次
か
ら
次
へ
と
続
い
て
現
れ
出
た
、
と
述

べ
て
い
る
。
中
国
人
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
こ
の
発
言
は
〈
理
〉
即
ち
普
遍

的
実
体
、
に
つ
い
て
の
こ
と
と
し
て
、
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
〔
理
〕
は
あ
る
時
は
人
間
に
異
常
な
驚
く
べ
き
こ
と
を
起
し
た
り
、

ま
た
あ
る
時
は
逆
に
好
ま
し
い
有
益
な
こ
と
を
起
し
た
り
す
る
。
彼
ら
は

そ
れ
を
精
霊
と
名
づ
け
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
の
〔
理
〕
の
作
用
が
天
地

や
山
々
そ
の
他
の
世
界
の
様
々
な
部
分
に
お
い
て
、
ま
た
人
間
達
の
間
で

さ
え
も
目
立
つ
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
中
国
古
代
の
学
者
は
い
ろ
い
ろ

な
精
霊
を
み
な
事
物
に
帰
し
て
い
る
。
し
か
も
、
彼
ら
の
見
解
に
従
え

ば
、
同
一
の
実
体
が
存
在
す
る
だ
け
な
の
で
、
そ
の
万
物
も
ま
た
実
際
に

は
ひ
と
つ
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
（
福
島
氏

訳
注
（
下
）、
六
十
五

頁
）。

　

Standaert

師
は
こ
の
ロ
ン
ゴ
バ
ル
ド
の
文
章
を
引
用
す
る
に
際
し
、

聖
賢
の
受
肉
と
の
関
連
に
お
け
る
理
も
ロ
ン
ゴ
バ
ル
ド
の
楊
廷
筠
へ
の

聞
き
取
り
の
次
の
節
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
る
。
（Yang Tingyun, p. 

）
と
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
引
用
文
は
楊
廷
筠
が

西
學
十
誡
初

解

の
自
序
の
中
で
普
遍
的
な
理
が
聖
賢
と
な
っ
て
現
れ
る
と
述
べ
て
い

る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

葉
向
高
の
序
も
こ
の
直
後
の

異
教
徒
の
読
書
人
の
考
え
方

㉙
で
取

り
上
げ
ら
れ
る
。

　

同
じ
序
文
で
〈
葉
閣
老
〉
が
、
天
の
王
、
即
ち
〈
天
主
〉
が
地
上
に
人

間
と
な
っ
た
の
だ
、
と
主
張
し
た
時
に
は
ま
さ
に
こ
の
こ
と
を
暗
示
し
た

の
で
あ
っ
た
。
次
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。
天
の
王
は
こ
こ
東
洋
で
も
何

度
か
人
間
と
な
っ
て
き
た
。
例
え
ば
〈
堯
〉〈
舜
〉
孔
子
や
何
人
か
の
王

た
ち
の
、
さ
ら
に
若
干
の
非
凡
な
人
々
の
人
格
の
内
に
で
あ
る
。
と
こ
ろ

で
、
西
洋
で
も
イ
エ
ズ
ス
会
士
が
い
う
よ
う
に
、
天
の
王
は
同
様
に
イ
エ

ス
と
い
う
人
格
に
受
肉
し
た
、
と
（
六
十
五

－

六
十
六
頁
）。

　

福
島
氏
も
注
の
（

）
で

蒼
霞
餘
草

の
先
述
の
文
章
を
記
し
、

本
文
の
以
下
の
叙
述
は
全
く
同
一
で
は
な
い
が
趣
旨
は
似
て
い
る
。

（
七
十
三
頁
）
と
し
て
い
る
。
ロ
ン
ゴ
バ
ル
ド
が
見
た
楊
廷
筠
の
十
戒
の

註
解
書
へ
の
葉
向
高
の
序
は

蒼
霞
餘
草

の
文
章
で
あ
っ
た
可
能
性
が

高
い
。
こ
れ
もStandaert

師
の
論
述
の
正
し
さ
を
補
強
す
る
も
の
で
あ

る
。

　

Standaert
師
はYangTIngyun

の
中
で
こ
の
葉
向
高
の
序
に
対
す
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る
評
価
を
紹
介
し
て
い
る
（
一
九
九
頁
）。
福
島
訳
を
記
す
。

　
　

こ
の
こ
と
ば
か
ら
導
か
れ
る
結
論
は
、
西
洋
に
お
い
て
の
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
は
中
国
に
お
け
る
孔
子
、
あ
る
い
は
他
の
著
名
な
学
者
達

で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
六
十
六
頁
）。

　

ロ
ン
ゴ
バ
ル
ド
の
葉
向
高
の
序
へ
の
批
判
は

蒼
霞
餘
草

の
文
章
で

あ
っ
て
初
め
て
あ
り
得
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

た
だ
ロ
ン
ゴ
バ
ル
ド
の
文
章
の
中
に

気

に
当
た
る
語
を
特
定
す
る

の
が
難
し
い
。
宋
代
以
降
明
末
に
お
い
て
儒
教
は
理
気
二
元
論
に
よ
っ
て

体
系
化
さ
れ
て
い
る
。
気

の
清
濁
に
聖
人
で
あ
る
か
否
か
は
帰
す
る

こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。
ロ
ン
ゴ
バ
ル
ド
の
議
論
で
は

理

に

つ
い
て
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
気

に
つ
い
て
は
明
瞭
で
は
な

い
。
彼
の
儒
教
理
解
の
特
徴
を
示
す
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

内
閣
文
庫
本
の

天
主
降
生
一
節

は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
受
肉
、

降
誕
を
示
し
て
お
り
、
純
粋
に
キ
リ
ス
ト
教
神
学
に
言
及
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
受
肉
と
い
う
伝
統
的
な
中
国
思
想
の
世
界
に
は
見
出
し
が
た
い
思

想
が
抵
抗
な
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
は
書
き
手
は
葉
向
高
で

は
な
い
可
能
性
が
自
ず
と
高
く
な
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

中
国
の
伝
統
思
想
か
ら
理
解
し
が
た
い
こ
の
箇
所
の
要
点
は
二
つ
あ

る
。
一
つ
は
神
が
受
肉
し
て
人
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
も
う
一

つ
は
神
の
子
は
な
ぜ
中
国
に
生
ま
れ
な
か
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

ア
レ
ニ

三
山
論
学
記

は
実
質
的
に
は
ア
レ
ニ
と
葉
向
高
の
対
談
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
葉
向
高
は
ア
レ
ニ
に
質
問
を
呈
し
て
い

る
。

　
　

天
主
化
成
天
地
萬
物
、
則
造
世
者
也
。
豈
不
能
救
世
、
而
必
躬
爲
降

世
、
何
也
。
且
其
至
尊
無
二
、
爲
天
地
萬
有
之
主
、
若
復
降
爲
人
、

豈
不
甚
褻
、
此
於
理
似
有
不
可
。
開
闢
以
来
、
我
中
土
未
之
前
聞
。

書
契
肇
興
、
傳
載
訖
無
可
考
、
安
知
果
曾
降
生
也
（
二
十
四
葉
裏

〔
臺
灣
學
生
書
局

天
主
教
東
傳
文
獻
續
編
（
一
）
、
四
八
二
頁
〕）

　

天
主
が
万
物
の
創
造
者
で
あ
る
な
ら
ば
世
の
中
の
人
々
を
救
う
こ
と
が

出
来
る
。
そ
の
た
め
に
世
に
降
る
ま
で
も
な
い
。
神
は
万
物
の
創
造
者
と

し
て
こ
の
上
な
く
尊
い
。
尊
い
方
が
こ
の
世
に
降
る
の
は
尊
さ
に
相
応
し

く
な
い
。
中
国
で
は
開
闢
以
来
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
聞
い
た
こ
と
も
な

く
、
記
録
も
な
い
。
天
主
は
果
た
し
て
世
に
降
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が

出
来
る
だ
ろ
う
か
。

　

万
物
の
創
造
者
で
あ
れ
ば
、
全
能
で
あ
る
、
汚
れ
た
地
上
に
人
を
救
う

た
め
降
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

　

葉
向
高
は
尋
ね
る
。

　
　

仁
覆

下
。
其
愛
人
不
已
之
心
、
如
此
其
亟
也
。
何
不
降
我
中
土
文

明
之
域
、
尤
易
廣
布
、
則
不
煩
先
生
九
萬
里
之
勞
矣
（
二
十
七
葉
表

裏
〔
天
主
教
東
傳
文
獻
續
編
（
一
）
、
四
八
七

－

四
八
八
頁
〕）。

　

天
主
の
人
を
愛
す
る
心
は
や
ま
な
い
。
天
主
が
世
に
降
ら
れ
る
の
で
あ

れ
ば
、
世
界
の
中
心
に
あ
る
中
国
の
文
明
地
域
に
降
ら
れ
る
の
が
相
応
し

い
の
で
は
な
い
か
と
問
う
の
で
あ
る
。

　

内
閣
文
庫
本
の
内
容
と
は
好
対
照
を
な
す
。
葉
向
高
が
内
閣
文
庫
本
の

文
章
を
書
い
た
と
は
言
い
難
い
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
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（
十
一
）

　
　

世
の
中
の
儒
教
徒
は
口
々
に
天
に
つ
い
て
語
ら
な
い
こ
と
は
な
い
の

で
す
が
、
彼
ら
は
天
を
高
く
遠
い
存
在
で
耳
や
目
が
接
す
る
こ
と
の

出
来
な
い
も
の
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
大
西
の
人
が
天
に
つ
い
て

語
る
場
合
は
毛
が
く
っ
つ
き
㉙
、
呼
吸
が
通
ず
る
よ
う
に
身
近
な
も

の
と
し
て
い
ま
す
㉚
。
こ
れ
は
人
の
世
を
目
覚
め
さ
せ
る
う
え
で
は

最
も
切
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
（
四
葉
裏

－

五
葉
表
）。

　

㉙
原
文
は
、
若
西
氏
言
天
直
以
為
毛
裏
之
相
属
、
（
四
葉
裏
）。

　

毛
裏
之
相
属

の

毛
裏

は

漢
語
大
詞
典

第
六
巻
に
一
つ
の

語
と
し
て
項
目
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
語
は

喩

父
母
之
恩
。
（
一
〇
〇
三
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
父
母
の
恩
を
例
え
た
も

の
で
あ
り
、
詩
経

小
雅

小
弁

の
中
の
句
が
用
例
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
前
の
部
分
ま
で
含
め
る
と
、
靡
瞻
匪
父
、
靡
依
匪

母
。
不
屬
于
毛
、
不
離
于
裏
。
（
毛
詩
正
義

十
三
経
典
注
疏
整
理
委

員
會　

整
理

十
三
経
典
注
疏

第
五
冊
、
八
七
七
頁
）
と
あ
る
。
毛
亨

の
伝
に
は
、
毛
在
外
、
陽
以
言
父
。
裏
在
内
、
陰
以
言
母
。
と
あ
る
よ

う
に
、
毛

は
父
を
、
離

は
母
を
示
す
よ
う
で
あ
る
。
不
屬
于

毛
、
不
離
于
裏
。
は
石
川
忠
久
著

詩
経　

中
（
明
治
書
院
新
釈
漢
文

大
系
）
は
、
毛
に
屬
（
つ
）
か
ず
、
裏
に
離
（
つ
）
か
ず
（
三
四
三

頁
）
と
し
て
い
る
。
離

は

屬

と
ほ
ぼ
同
じ
意
味
で
あ
る
よ
う
で

あ
る
。
更
に
孔
穎
達
の

正
義

に
は
、
屬
者
、
父
子
天
性
相
連
屬
。

離
者
、
謂
所
離
歴
、
言
稟
父
之
氣
、
歴
母
而
生
也
。
傳
於
屬
離
之
義
當

然
、
其
言
而
小
與
鄭
異
、
其
意
則
大
同
也
。
（
同
頁
）
と
あ
る
。
離

は

屬

と
ほ
ぼ
同
じ
意
味
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　

㉚
原
文
は
、
呼
吸
喘
息
之
相
通
。
（
五
葉
表
）。

　

呼
吸
相
通

は
彭
林
宜

漢
日
双
解
熟
語
詞
典
（
吉
林
教
育
出
版

社
）
に
よ
れ
ば
、
互
い
に
気
持
ち
が
通
じ
あ
う
（
五
六
九
頁
）
と
い
う

熟
語
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
宣
教
師
は
天
を
父
母
の
よ
う
な
存
在
、
ま
た
気
持
ち
が
通
じ
合

う
ほ
ど
に
身
近
な
存
在
と
し
て
捉
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
中
国
の
人
々
と
異

な
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
楊
廷
筠
の

聖
水
紀
言

に
は
、
天
主
之
恩
、
不
可
言
盡
。
…

故
儒
教
以
為
大
父
母
、
而
西
國
以
為
真
主
、
不
可
不
認
、
不
可
不
感
、
即

不
可
不
事
事
者
。
（
李
天
綱
編
注

明
末
天
主
教
三
柱
石
文
箋
注

道
風

書
社
、
二
〇
〇
七
年
、
二
〇
八
頁
）
や

與
其
求
之
路
人
、
不
若
求
吾

父
母
。
呼
吸
相
通
、
有
求
必
應
也
。
（
同
書
同
頁
）
と
い
う
箇
所
が
あ

る
。

　

カ
ト
リ
ッ
ク
の
い
う
天
主
は
儒
教
の

大
父
母

で
あ
り
、
人
と
は

呼
吸
相
通

と
い
う
身
近
な
関
係
に
あ
る
と
す
る
。
葉
向
高
は
楊
廷
筠

の
漢
文
カ
ト
リ
ッ
ク
関
係
の
著
作
を
複
数
読
ん
で
お
り
、
そ
れ
ら
の
中
に

聖
水
紀
言

が
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
或
い
は
楊

廷
筠
の
口
ず
か
ら
の
説
明
で
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
語
ら
れ
た
の
で
は
な
い

で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
ら
を
念
頭
に
置
い
て
葉
向
高
は

毛
裏
之
相
属
、
呼

吸
喘
息
相
通

と
い
う
語
を
書
き
表
す
に
至
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う

か
。
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そ
れ
ゆ
え
楊
廷
筠
公
が
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
え
に
つ
い
て
述
べ
る
と
き

は
溢
れ
る
ほ
ど
に
味
わ
い
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
㉛
。
わ
た
し
の
見

る
と
こ
ろ
、
楊
廷
筠
公
の
学
問
は
か
ら
り
と
し
て
真
実
に
修
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
り
32
、
俗
世
へ
の
執
着
心
を
有
し
て
い
ま
せ
ん
33
。
思

う
に
、
天
に
対
し
て
そ
の
学
徒
と
な
っ
た
も
の
と
言
う
こ
と
が
出
来

ま
し
ょ
う
。
楊
廷
筠
公
が
深
く
探
求
し
自
ら
会
得
し
た
こ
と
は
こ
の

西
學
十
誡
初
解

に
は
書
き
尽
く
さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の

初
解

は
自
ず
と
見
る
べ
き
価
値
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　

時

　
　
　

天
啓
四
年
秋
福
清
葉
向
高
書
す
34
（
五
葉
表
裏
）

　

㉛
原
文
は
、
故
楊
公
津
津
有
味
、
其
言
之
。
（
五
葉
表
）。

　

楊
公
津
津
有
味
、
其
言
之
。
の
箇
所
は

蒼
霞
餘
草

は

楊
公
津

津
有
味
乎
、
其
言
之
。
と
な
っ
て
い
る
。
味

の
後
に

乎

と
い
う

語
が
加
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
う
が
文
と
し
て
意
味
が
明
晰
に
な
る
。

　

こ
れ
だ
け
を
見
る
限
り
、
内
閣
文
庫
本
の
文
章
を
も
と
に
し
て

蒼
霞

餘
草

の
文
章
が
出
来
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　

32
原
文
は
、
夫
余
観
楊
公
之
澹
然
真
脩
、
（
五
葉
表
裏
）。

　

澹
然
真
脩

の

澹
然

は

淡
然

と
同
じ
で
、
商
務
院
書
館

古
今
漢
語
詞
典

は

淡
然

の
第
二
の
語
義
を
、
形
容
心
情
恬
淡
、

不
追
求
名
利
。
（
二
六
二
頁
）
と
し
て
い
る
。
名
利
に
執
着
し
な
い
様
を

示
す
形
容
詞
で
あ
る
。

　

33
原
文
は
、
不
着
世
味
。
（
五
葉
裏
）。

　

不
着
世
味

の

世
味

に
つ
い
て
は

漢
語
大
詞
典

第
一
巻
は

第
二
の
語
義
と
し
て

指
功
名
宦
情
。
（
四
九
七
頁
）
と
し
て
い
る
。

澹
然
真
脩
、
不
着
世
味

は
楊
廷
筠
の
持
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
え
が

こ
の
世
で
の
栄
達
出
世
を
求
め
る
も
の
で
は
な
く
真
摯
で
清
冽
な
も
の
で

あ
る
こ
と
を
示
す
語
句
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

34
原
文
は
、

　
　

 

時

　
　

天
啓
四
年
秋
福
清
葉
向
高
書
（
五
葉
裏
）。

　

葉
向
高
の
内
閣
文
庫
本
の
序
の
文
章
は
ど
の
よ
う
に
し
て
書
か
れ
た
の

か
。
イ
エ
ズ
ス
会
士
が
書
き
換
え
た
の
か
、
よ
く
分
か
ら
な
い
。
手
書
き

の
文
章
を
反
映
し
た
も
の
で
、
書
か
れ
た
時
を
記
し
印
ま
で
押
さ
れ
た
も

の
が
書
き
換
え
ら
れ
た
と
す
る
の
も
理
解
す
る
の
が
難
し
い
か
ら
で
あ

る
。

　

最
後
に
内
閣
文
庫
本
の
標
題
紙
に
つ
い
て
補
足
し
た
い
。

　
　

 

西
國
王
泰
隱
先
生
述

　
　

天
學
十
誡
解
略

　
　
　

欽
一
堂
繍
版

　

聖
教
要
緊
的
道
禮
（
パ
リ
国
立
図
書
館
漢
籍
第
七
〇
四
六
番
）
に
は

カ
ト
リ
ッ
ク
漢
籍
を
出
版
す
る
書
肆
が
掲
載
さ
れ
た
箇
所
が
あ
る
。
そ
こ

に
は
、
福
健
福
州
府　

欽
一
堂
刊
書
板
目

と
あ
る
。
欽
一
堂

は
葉

向
高
の
地
元
福
建
福
州
の
書
肆
で
あ
る
。
内
閣
文
庫
本
の
出
版
に
あ
た
り

葉
向
高
が
関
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
既
出
の
柴
田
篤
氏

楊
廷
筠
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の
思
想
形
成
に
関
す
る
一
考
察
（
中
国
哲
学
論
集

第
十
二
号
、
一
九

八
六
年
）
の
〔
註
〕（

）
は
こ
の
内
閣
文
庫
本
の
編
集
過
程
に
つ
い
て

考
察
し
て
お
ら
れ
る
（
六
十
五
頁
）。
た
だ
葉
向
高
の
関
わ
り
に
つ
い
て

は
言
及
を
控
え
て
お
ら
れ
る
。

　

葉
向
高
の
序
は
十
戒
に
つ
い
て
詳
述
し
た
も
の
で
は
な
い
。
十
戒
に
つ

い
て
触
れ
た
部
分
が
あ
る
が
、
本
質
的
に
は
楊
廷
筠
の
著
作
へ
の
序
文
で

あ
り
、
十
戒
に
つ
い
て
の
理
解
を
記
し
た
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
こ
の
文

章
は
葉
向
高
が
宣
教
師
の

守
誡

の
姿
勢
に
十
戒
を
生
活
の
規
律
と
し

て
守
る
あ
り
さ
ま
を
実
地
に
目
に
し
て
書
い
た
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う

か
。
内
閣
文
庫
本
の
文
章
は

高
名
な
高
級
官
僚
の
序
が
イ
エ
ズ
ス
会
士

に
よ
っ
て
彼
ら
の
使
命
の
実
現
の
た
め
に
い
か
に
利
用
さ
れ
た
か
を
示
す

も
の
で
あ
る

とStandaert

師
が
述
べ
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
で

あ
る
か
は
訳
者
の
理
解
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
。


